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ご　挨　拶

釧路支部長　　佐藤　信洋

(財)北海道難病連釧路支部は､昭和5 4年5月6日に釧路市福祉会館で､
｢北海道難病連釧路地区連絡協議会｣として4 3名の患者･家族で結成され､

今年で20周年を迎えることとなりました｡

この20年間､先輩役員はもちろん､北海道釧路保健所･釧路市･釧路町

● ･鶴居村･釧路市社会福祉協議会をはじめとした医療･福祉行政の関係者､
医師･看護婦などの病院関係者､そして市民･町民･村民のみなさんなど多

くの方々からの温かいご支援･ご協力によりまして､今日を迎えることがで

きましたことを深く感謝し､御礼を申し上げます｡

難病連釧路支部は治療法もなく原因も分からない病気を宣告され､社会か

ら孤立し､悩み苦しんでいる患者や家族間のお互いの励ましあいと､助け合

いを基本とし､難病相談･難病集団無料検診･医療講演会等を毎年実施して

きました｡

20年間の中で行ってきました､大きな活動･事業として

1, ｢第1 4回難病患者･障害者と家族の全道集会釧路大会｣の開胤

千人の参加者

2,難病連加盟団体3 0団体の釧路根室地域の支部組織結成に協九

現在15団体

●二･ I;::;･..:言t.i.i言,;.L. ∴詰'JtLJI;+'･∴ l､工.'r:.".:J.:.;:L.ミ∴ご: ････

設立｡

私たちは難病患者でありながらも､自分たちでできることは自分たちでや

るという､自立の精神を大事に､これからも活動していきたいと思っており

ます｡

最後になりましたが､今回の｢20周年記念の集い｣行事にあたり､多く

の方々よりご協力を頂きましたことに対しまして､厚く御礼を申し上げます

と共に､今後､ (財)北海道難病連釧路支部の活動のため､なお一層のご支援

とご協力をお願い申し上げます｡
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北海道難病連釧路支部

設立20周年によせて

財団法人　北海道難病連　代表理事　小田　隆

釧路支部の皆様､設立2 0周年おめでとうございます｡

釧路支部は､昭和5 4年に結成されましたo釧路支部が活動するこの道東地域は､各

地で早くから患者家族の交流が生まれており､釧路支部は､厚岸浜中､標茶弟子屈､阿

寒､根室､中横臥白糠音別の各支部と共に､地域に根ざした着実な活動を鰍ナてきま
したo各支部は互いに連絡を取｡合い､合同レクリェ-ションや釧根地区の支部協議会

を毎年おこなっております｡

さらに･北海道難病連が加盟する全国組織である日本患者家族団体協議会(JPC)が

霊芝誓言孟;;農芸雷雷雲芸苦言三豊遠望芝芸芳Tn烹芸誓芸諾芸去完芸㌣竺芙霊警冨●
の患者が少しでも良い衆境で療養できることを願いながら活動する皆さんの姿は､北海

道難病連に参加する多くの会員を励ますものとなっています｡

北海道発病連は､昭和6 2年に釧路で｢第1 4回難病患者･障害者と家族の全道集会｣

を開催いたしましたo釧路支部を中心に道東各支部の協力体制は見事で､参加1 0 0 0

人を越えた大きな集会を成功させましたoこの集会は､患者会の他に､医療スタッフ､

行政の方々､多くのボランティアの皆さんにも支えられ､この大きな支援が､その後､

難病に対する地域の理解を広げ･地域の患者会活動の大きな力になりました｡

私たちは､この全道集会で､札幌､函館､旭川から専用の列車を走らせ全道各地から
一路､釧路に向かいましたo道東に生息する野鳥｢ェトビリカ｣号と名付けたこの列車

で､他方面から来た列車と途中の駅で感動の出会いを重ねました｡道東支部役員の皆様
と地元の支援者の献身的な活動は忘れられませんoこの全道集会で､私たちは､全道各

地で活動することの大切さと､各地の仲間が思いを一つにして集まり､私たち難病患者
の実態をアピールすることの意義をあらためて､心に刻みましたo

昨年から特定疾患医療費の一部自己負担が導入されるなど､私たち難病患者を取り巻

孟苦孟夏謡濫造､憲志fLBi9U ㌘roヵ合ば猛悪悪霊警宴竺冨警JLpPtま?ミ●
こうした難病対策の後退を跳ね返し､難病間鰭の啓蒙と難病対策の一層の充実を求める

ためのものですoこのマラソンにいろいろな形で参加することで全国の患者団体が地域

の活動を強めていますo新たな活動を進めるとき､地域の活動は､大きな支えとなるこ

とを､このマラソンの取り組みは私たちに教えています｡こうした意味からも､釧路支

部をはじめとする道東各支部の活動は､難病連活動になくてはならないものとなってお
りますo

現在･釧路支部は､自立センター｢さわやか釧路｣を開設し､患者の就労の場づくり

に取り組んでおりますoまた､通院をサポートする｢通院介護センター｣にも取り組む

など､注目すべき活動に積極的に取り組んでおります｡これからも地域の患者家族の拠

り所として頑張ってください｡今後の皆様の益々のご活躍を祈念申し上げお祝いのメッ

セージといたします0
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≡記念講演≡

『共に生きる』
～自然･地卜域･仲間～

釧路市教育長
山田　和弘　氏

●メj㌫芸釧路支部のみなさま｡ある｡紙原因や治約の分からない病気と知
ったときのみなさまの衝撃､悩み､苦しみは､どんなに大変な思いだったのでしょうか｡

きっと､そんな過酷な運命を恨んr='ことてしょうo

みなさまと同じ困難を体験していない私ですが､ご家族や仲間のみなさまと手を取り

あって､一日一日を大切に生きてこられているみなさまから､大きな勇気を与えられて

おります｡ ｢今日沈む格は､明日また昇る｡しかし､今日がなければ､明日は来ない｡｣

私も､いつも明日を信じて､今E)を精一杯生きてきたひとりですo

んなさまでええあって釧路史郎が汲立二〇周年o私も､本日を契棟に､みfJ:さまの仲

間だけてなく､広く地域の人々の励ましあい､助けあえる倹しい釧路の王らになるよう､

少しでもお手伝いしていきたいと思います｡
一人の一歩o　それぞれの一歩.みんなの一歩｡

プロフィール　やよだか…,-,

氏　　名　　山田　和弘

生年月日　　昭和17年4月19日

出身地　　北海道釧路管内釧路町生まれ　昭和2 1年より釧路市に在住
職　　歴　　昭和3 6年　　　釧路市役所入庁

平成8年12月　釧路市教育委員会　教育長
趣　　味　　山登り､歩くスキー､読書､

山小屋建設運営(屯田塾､らんぷのいえ自然学校)
活　　動　　まちづくり研究会､釧路食料備蓄高次加工基地研究会事務局､

釧路国際技術協力推進会議事務局､等
ボーイスカウト活動､非行を犯した少年との友達活動を行う
｢BB S運動｣などで青少年の健全育成に尽力｡

現在は保護司として活躍｡

1980年7月20日､私費を投じ､厚岸町太田､豊受神社境内に｢山小屋ランプの

家｣を開設｡屯田兵の厳しい開拓精神を受け継ぎ､屯田塾を主宰｡電気も水道もない｢山
小屋｣体験を通し､家族の語らい､起業家精神の穣成､遠路の旅人との語らい等様々な

安らぎの場として､無料で開放している｡又､ ｢こども屯田塾･ランプの家自然学校｣

を開設､遊びの発見､自然との共生を身につける体験中心のユニークな自然教室を実践
している｡
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≡基調報告≡

｢難病｣といわれる病気は､ 200種とも300種ともいわれてい

ます｡

これらの病気は､原因が不明で治療法がない､というだけでなく､

肉体的苦痛､精神的不安､そして疾病のために働けなくなる経済的負

担など､本人はもとより家族ぐるみの困難に直面してしまいます｡

が孟冨崇12(芸,Ri=E芸芸芸芸霊芝孟雷誓喜芙三三三這孟芸雷雲誓●
釧路支部は昭和54年に結成されました｡しかしこの20年間の歩み

は､決して平坦なものではありませんでした｡当事者の活動故に直面

する難しさが常に山積している状況の中､ここに20周年を迎え感慨

ひとしおの念を抱きます｡

さて､近年私達難病患者を取り巻く国の政策は大変厳しいものとな

っております｡昨年からは､患者負担が実施され将来の不安を一層厳

しい現実として受けとめざるを得ませんでした｡日本は今､経済､行

政､福祉､医療の全てにおいて大きな変革の時期を迎えています｡し

かしながら大海に沈む小舟のように､私達はただ黙っているのではな

く､国の医療政策の後退をくいとめなければなりません｡

又､私達患者が日常生活のなかで切り離すことの出来ない､医療機●

関の拡充をこの地域に於いてより一層すすめて下さるよう訴えます｡

多くの先輩の努力と支援によって築いてきた20年の歳月を振り返

り､人として､安心して暮らせる地域社会の実現のため､心新たにこ

れからも活動を続けていくことを確信いたします｡
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≡感謝状･贈呈者の横顔≡

◆上田　　弘様
昭和51年1月23日　　発病､透析開始

昭和5 1年1 1月　　　釧路地方腎友会設立に関わるD平成3年3月まで
副会長､会長を歴任｡
この間､北海道腎臓病患者連絡協議会幹事･運営委員

副会長を努めるo

昭和5 4年　　　器豊l慧諾票諾鴛#6^,tSLiT,､今笠jaB語

北海道難病連理事の要職｡

平成5年　　　　　難病連白糠･音別支部設立に尽九事務局長に就き､現
在に至る｡
"_"_"--.--一一一一.---I1-▲-l一一-一一▲--,一一▲-1---------l一一一一-一一一一--lI------,---AA-●●~

平成1 0年5月　　警器票諾●讃讐話語諾雷と誓莞諾クー

平成1 0年6月　　　　｢さわやか釧路｣代表､現在に至るo
"_"_=-----一一一1一一日-=1-▲-lI-----lI------I- -I-I--- ▲--1---I---I--一日-"-"I

過去2 3年間に亘り､道東地区患者活動の牽引力となり､且つ(財)北海道難病連理
事を歴任するなど､常に患者会の指導的役割を果たしてこられましたo

_/_/-/-/-/-/-/-/-/-,-/-,-/-/-/-/-/-/-/-/-/-/-/-I-/-/ -/-/-/･-

◆ ㈱藤プリント様
昭和36年6月1日　雪と悪詣誓言与B*莞禁悪胃.豊等禁競イブ

創立｡

昭和56年10月29日　綜合印別工場に付､有限会社藤プl)ントに社名変更o
平成3年10月18日　釧路市栄町10丁目3番地同地番に於いて､ 3階建て

●　平成8年6月20日

延床面積690. 228m2の新社屋を建築.

株式会社-組織変更､現在に至る｡

･メッセージ

昭和5 8年､当時釧腎会会長でありました､上田様のご依頼による年賀状印刷を通して､

ぉっき合いがはじまりました｡以来､ 1 5年間にわたって､お互いのさまざまな取り組

みを通して､腎友会様と当社の年焚印刷事業を進めてまいりました｡
平成10年6月には､会の皆様の生きがい働きがいの場､ ｢さわやか釧路｣の設立に

ぁたり､印刷物作成の中でも､手作業を中心とした業務を委託し､今日に至っておりま
す｡

現在､どの業種もかつて経験した事がない厳しい状況の中､安定した仕事の確保を目
指し､当社もできうるかぎりご協力できる事は何か､常に考えてまいりたいと思いますo
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≡記念アピール≡

本日･ (財)北海道難病連釧路支部は設立20周年を迎え､ここに多

くのご来賓､関係者の方々と共に記念すべき式典に集いました｡

この20年間､私達は励まし合い､助け合いながら活動を続けてき

ました｡そして自治体･病院･協力団体･市民のご支援､ご理解のも

とに生きる勇気と希望を培いながら一歩ずっの歩みを踏みしめて参り

ました｡

広大な湿原を懐深く抱く道東の地の風土をこよなく愛し､歩み続け●

ていきたいと願います｡

しかし私達を取り巻く状況は､国の政策変革により残念ながら決し

て明るいものではありません○この中にあって地域における患者活動

の担う役割は､重要なものと認識いたします｡

正しい療養知識の普及などと共に､この地域に住んでいて良かった

と云える環境づくりを切に願い､次の世代までもが安心して生きられ

る社会をと､訴えますo私達の未来は単に私達だけのものではありま

せんo家族や友人､そしてまた次の世代のためにあります｡

私達の一歩は小さなものです｡しかしその小さな歩みの積み重ねの

向こうに､やがて大きなうねり-の可能性が秘められている事を信じ

ます｡

20年間､皆様と共に歩んできた歳月に深く感謝しつつ､明日から

またしっかりと手をつなぎ合いましょう｡

間近な2 1世紀社会､希望のために0

1999年1 1月6日

支部設立2 0周年にて
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ご来賓･ご出席予定一覧

釧路市長

釧路町長

北海道釧路支庁長

(代理　総務部社会福祉課　主幹

北海道釧路保健所　所長

釧路市社会福祉協議会　会長

釧路市教育委員会　教育長

釧路市保健福祉部福祉部長

釧路市保健福祉部健康推進課長

釧路市保健福祉部社会福祉課長補佐

釧路市保健福祉部社会福祉課長補佐

北海道釧路保健所保健指導課　主任保健婦

北海道議会議員

釧路市議会

●　釧路市議会

釧路市議会

釧路市議会

釧路市議会

釧路市議会

議長

民主党市民連合会長

自由新政クラブ会長

公明党議員団団長

日本共産党議員団

市政クラブ

㈱藤プリント代表取締役社長
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綿貫　　健輔　様

菅原　　　澄　様

大畑　　邦彦　様

北山　　示豊子　様)

相田　　一郎　様

鹿田　　善朗　様

山田　　和弘　様

柳揮　　慶三　様

近江　　得二　様

岩崎　　秀夫　様

馬淵　　　功　様

福士　　尚子　様

伊東　　良孝　様

中村　　　啓　様

小窪　　政信　様

工藤　　清雄　様

吾妻　　　巌　様

石川　　明美　様

続木　　敏博　様

水口　　公平　様

(平成11年10月28日現在)



よ0年の軌跨

篇ユ回

鞄病患者層尊者と家撮趨儲集金

〔北海道鞄病漣金憤把区

連絡協鴇会結成大金)

臼.LJ　捌｣し1nLJ二IbU(u) ∠廠川JLJ

IlL　鮒柿牡iI包～観如

ヨ･他比潜血敢剛略澄甜郎if.会

iL卑迫他如4:勿蜘E迎当輔f会

-/eljプラム

J/JLI･u o柵公一　と母

o司今　寺節食代表也故人
上田　弘(41等食)
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昭和48年
金員などのせ
て､発足.しま

昭和57年
の患者の丈て

屠

れ

岸なと

､北海道難病団体連絡協親食が､全国筋無力症友の会逢え邸の
ぴかけで準備され､ 2月､ 10団体(1- 100家族)によっ

した｡

､財団法人北海道難病連として改組されていますo地域におい
流､和親が必貴とされていた時代､晩に逢内ではあ館､旭川､

が史郎を奔足させていましたL'l▼ i 7し′ー､~  -  I    vlー)

楓地かこは, 1 5,000人以上の各種難病患者がいると推定さ
が､丈流等の親合はなく､釧路地方腎友合(上田弘代表)､全国
べ_チェット病友の会の合泉たちが､設立準備金をつくり､斧

.　JP■l'lFヽ′ー′J I-　rlLI　　▲　L- 1 〉　　〉　　ー　　　~

したが､丈流等の親合はなく､釧路地方腎友合(上田弘代表)､全国
の噴､参

ていま
スモンの金･

足へと尽力されました｡
昭和54年､ 5月6日､福祉会館に約43名の患者､家族が焦い道内6番

Elの地域支部として｢釧路支部｣は､汲立されましたo

●活動の柱として､難病患者とその家族に対する相貌･丈流をすすめる､治

療助成費の行政棟関への働きかけ筆を確認し､スタートを切りました｡しかLrT ta I_　A_　j J7　JLL

よ､香応五しに稜々な困難に直為します｡役員白身も患者､

体調が悪くなり､役目を担えなくなる方､又､残念ながら
ました

免に蚤足していた厚岸.浜中史郎､前後して斧足した､棟
中標津史郎､根室支部､阿寒史郎と連携を保ち､又､道本
がら活動を続けました｡史郎独自の役員会､新年会､相貌
区史郎役員研修会､合同レクリエーショ>__fJt:'を定期的

難病無料検蕗相飯倉(逢本邸主催)を行?_てきましたo
願署名連動､五庵役東金､道内各地で開催される仝逢
榛由こ参加､全道の仲網との連携を深めていきました

し､当事者の

粥病のE)〟
ご逝去され

そのよう

茶･弟子屈
部の指導を
合の実施､
に開催､そ

道本部
各会な

昭和62

●主星芸慧苧

行事

8月8EI～9El

者･障害者と家
釧路･市公民館を主

会場に開催されました｡
全速から､約600名の患者､

家族が特別列車｢エトビリカ号｣
で泉釧､ 2日作目二わたる､各疾病

別の分科会､丈流会､全体集合は
参加者の感動と畔をより一層深い
ものといたしました｡地元関係者
ランティアなど総勢1. 000

以上の参加人数だったと鑑憶し
■■一.･-　　_

地元実行委JL会の打ち合わせ風*
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当時の上田支部長のもと､地元実
行委東食を結成､大勢のボランティ
アを農り､協替広各のお願い等々､
釧路市民はもとより､道東各地区の
役夷､皆 んと共に精一杯の

成功裡に終了させること
い出は今も脳裏に焼き付いてい

全道各会の地元開催という大役を
担ったことは､自治体､行政との太
いパイプ作り､又､一般市民への患

者組織の存在を大きくアピールする
効果を生みました｡このこ
疾病別の合の各足につなが
活動への弾みにもなりよし
では､釧楓地域に15の邸

ての中
に取り

､各･

史郎
現在
2つ

の準備会がありそれぞれの特徴ある
活動を展開しています.会員数は約
750名となっています｡佐藤倍洋

支部長(腎友会)､小泉恒徳利支部長
(肝叉友の会)､岩崎洋子副え部長
(リウマチ友の会)､渡部小夜子事

務局長(勝原病友の会)の三役休制
のもと､各部会代表による幹事17
名､運営委男17名が釧路支部とし

を担い､支部としての行事
んでおります｡

広場､客フェスティバル､

私

て

す

よ

り

一`　t′　/　　ー

りなど､市､社協などの行

棟関銭｢なんれんくしろ｣

受け

し､体調の不良､通院などに
就職は極めて困難な状況にあ

平成10年6月､働く意欲がある
にも関わらず､その仕事がない会員

-10-
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ふれあい広場でのバザー

燕フェスティバルバザー

さわやか釧路作業風*
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王
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組
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つ
か

3回､ 850部ずつ各行､地域

む仲伺達との連携を推し進めて

確的な医療･の進歩
難病患者は､適切

げ
を

か
療

お
治

の
な

て

れば普通の人と変わりなく生活
時代となりましたo



の就労を目的として､自立事業セン
ター｢さわやか釧路｣を開設いたし
ました｡これは旭川の｢かがやきエ

彦｣に次ぐ道内2箇所目です｡現在
登録倉見は18名で､ ㈱藤プリント
棟よりの製本､単純手作業､又各種
サービス常務など､仕事貴が足りな
いという悩みを抱えfJ:がらも就労で

きた喜びと共に皆､頑絶っておりま
す｡

また､道内初の或みとしての通院
タ- ｢さわやか通院介

年6月スタートせました
状況にある患者達への
しのべる､このボラン

今､各地からの注目を

｢励まし合い

を合言草にこの
関係諸横.

程であった
20年と

20年の軌跡

難病連｣
さわやか通院介鯉

ただきます

患半オ
れるであろう

ていく　ことをお約束し､

釧路支解新年交流会

平成11牛10月

財団法人北准逢難病連釧路支部
事務局長　　渡部小夜子　文書

-ll-
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糾年如糾,ブ轡鮎沈｡,

梓l旺スタッフがtかれた: ｢さわやか釧
路｣ ｡スタッフと会Aがパソコン研体中

難
病
患
者
の
自
立
事
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ー
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仕
事
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に
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昨
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蝉都議､.午(.99｡年,6月5日(土耶)
≡折　　　｢正i

⑳患者ら喜びの声
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お祝いのメッセージ ありがとうございました
(平成11年10月26日到着分　順不同)

◆衆議院議員　北村　直人　様

財団法人　北海遭赴病連釧路支部棟が汲立二十周年をお吐えするにあたり､心より

お慶びを申し上げます｡ま[:､甘え邸におかれましては励ましあい､潜り合い､そし

て学びあう合としての史流の場を患者とそのご家族の皆枚へご枚供して頂き､.心から

島軸と御礼を申し上げる次第でございます.

さて､一首で二十年と言いますが､その道程Ii並々ならぬご苦労があった事と存じ

ます｡関係各位の皆如勿如事､地域の昏枚方のご理解とご協力があればこその喝●

物でございます｡

私も微力ではございますが､明るい福祉社会の実現を目指し､難病の原因究明と治

療法､また梅谷的な難病対泉の子息な確立をEI指し､厚生省をはL･め関係裁関へ引き

続き強く働き掛けて参りますので､どうか皆枚方のご指導ご鞭杜を鳴りますようお救
い申し上げます｡

今後とも財団法人北薄逢難病連釧路史郎各月皆棟のご健勝ご多幸を,Uよりご祈念致

しまして皆棟への励ましのメッセージとさせて頂きます｡

◆自由党道連会長　衆訣院議且　　輯淵　俊之　様

北港逢難病連釧路支部汲立二十周年を心よりお祝い申し上げます｡
一口L=二十年といっても､大変なご昔労があったことと存じますD今日まで活動を

続けてこられたのも､関係者の方々のご労音の賜物と思います.

日頃､難病患者をはじめ､坪書を持つ方々､そして､その家族の皆棟との触れ合い

を通じ､共に悩み､共に励まし合い､健常者と共生できろ社会をつくるため､活動を

行っている難病逢釧路支部の皆棟に､心より敬意を表しますD

私も､国政の場を通L･､難病対泉を.よじめ､陣春着に配慮Ll=道路､東通､住宅な●

ビ､健常者と屑をならべて堂々と､安心して活躍できる､陣審者にやさしい社食づく

りのため､全力で取り組んで奉ります｡

北港逢難病連釧路支部の今後益々のご活躍を祈念し､お祝いの官尊といたします｡

◆北海道議会執jL　　西田　昭紘　棟

赦病連釧路史料こ救う七首五十名の一人ひとりの金臭が難病といわれる病気を持ち､

叫病生活に不貴や絶望感の中で､お互いにええ合い連帯を深めてこられたこ十年を秤

目に-R結束が強まりますよう祈念申し上げます｡

不況の長期化により公共事業を中心とした景気対泉が､相も変わらず打ち出される
一才で､福祉財源が削戎され難病患者を始めとして社食的弱者への｢シワ寄せ｣が厳
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しくなっておりますが､福祉事貫が景気対泉としては公共事業以上に効果があること

は明らかであり放免の転換を図っていく時でありますo先般､自立事貰センター｢さ

わやか釧路｣を冴開し勉強をさせていたF='きましたが､運営の渡しさの中にも金臭の

皆さんが明るく力一杯､努力されていることがひしひしと伝わって求ましたo北海逆

も｢難病センター運営費｣ r難病連補助金｣等に補助しておりますが､私も､難病連

釧路史郎の皆さんとit甥を深めながら手首の充実に向けて取り組んで参りますo

◆釧籍市長　綿貫　健輔　棟

財団法人北海道難病連釧路史郎が昇足20周年を吐えられましたことを､ ･t:からお

●庚詰器iTioもとより家族ぐるんでのおえ-の励まし合-と助け合-を基本とし
た､総合的な難病対泉の確立をめざす､困軌こ溢れたこれまでの幅広い活動に､深甚

なる敬意を表するところであります｡

難病は､現在､臥逆の特定疾患に指定されている約50疾病を含め､ 200種と

も300種とも言われています｡これらの病気は､ r医学J r医療｣がElざましい進歩

する現在においても､その大半は依然として原因が不明で対処療法が未定であるため

家族ぐるんでの因数を余儀なくされております｡

こうした､難病対恥i広見因に及ぶため､国や連を始め､医療娩関､寺門医､また､

釧路市尊の市町村を網羅する低合的な施東が必貴であると鵠哉しておりますo

元気都市･釧路の基本は､なんと申しましても､健常者はもとより､障害者を含め

た､市民一人ひとりの｢人の元気｣です｡

本市では､低合計虚心もとより､ ｢釧路市坪害者福祉計画･ハートフルプラン｣や､

現在､泉定作掌中の｢介凍保険事業計画｣ ｢高給者保健福祉計画｣孝に基づき皆棟と

共にさまざまな施東を推進し､保健､医療､福祉の瓦窯をこれまで以上に進めてまい

りたいと存じますo

最後になりましたが､仝臥　全速の仲P･1と手を取り合い､希力的に活動をされ､そ

●言霊言霊よこ､こ三豊霊長ぎ誓LniA,4.のご斧展を朋の皆棟のご鰍ご活躍

◆釧路町長　菅原　　澄　様

財団法人北海逢難病連釧路支部が汲立20周年を姓えられ､ここに｢20周年の焦
い｣が､開催されますことを心からお祝い申し上げますと共に､これまで組楓づくり

や諸活動を担ってこられましたえ部長枚はじめ､剛轟音皆枚のご労音に対し､濃く敬

意を衷するものであります｡

また､釧路地方官友会と連携し､ ｢さわやか釧路｣やrさわやか通院介獲｣を明汲

され､自ら牡病や障害を持つ方々の自立や介凍え級に取り組まれ､福祉の向上に努め

られているこt:を親に力強く感じとっているところでございますo

どうか甘え邸におかれましても皆棟の薄らいの埠として､史には､自立支度活動の
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場として一席結束を強められ､そのカによって相互に助け合いながら､自らの福祉増

進のためご首畝されますことを念廟してやみません.

終わりに､甘え邸の今後益々のご活帝と瞥棟のご多幸をお祈りしお祝いのメッセー

ジと鼓します｡

◆釧路市保健福祉部長　　柳滞　慶三　種

財団法人北薄逢難病連釧路史郎が発足20周年を迎えられましたことに心よりお祝
い申し上げます｡

甘え部が昭和54年5月に斧足されて以東､患者さん同士はもとより､家族ぐるふ

ての励まし合いと助け合いにより､さまざまな困鞍を見放され､現在の梅広い活動を

展開されている姿に深く敬意を衣する次第です｡

骨棟の幅広い活動を示す一端として､今年及落足しました､自立事業センターrさ

わやか釧路｣及び通院介凍え扱センター｢さわやか通院介凍｣があります｡

両親敦とも､甘え邸の永年にわたる活動､歩が大きな成果として結実されました｡

晩成の斧憩を大きく転換されての柔軟な事常子法は､今後の諸団体のあり方や方向性

を示す一つの動きとして大いに注目しておりますo

現在､保健福祉部では介碓保険を始めとして重阜な凍嬢を数多く抱えておりますが､

皆枚と初級しながら､一つ一つの凍鵜を解決し､保鍵･医務･福祉の充実を史に進め

てまいりますので､ご協力をお顔いいたします｡

最後になりましたが､甘え邸の今後の益々のご発展と倉見の皆棟のご健勝､ご活薄

を心より祈念し､お祝いのことばといたしますo

●

◆釧路市保健福祉部社会福祉許　　岩崎　秀夫　様
この度､北港逢難病連釧路丈邸汲立20周年を哩えられ､その足跡を乾した免念誌

を発刊されますことは親に各ばしく､心からお祝い申し上げます0

年苦言貰芸這芸孟宗霊三言霊芝≡芸三三三鵠賢三笠誓言豊富去警よ1,:晋霊長芸●
待つ人々やその家族のオ々に対する相汲指導や扱助など､金員一休となって取り組ま

れ､難病者の福祉向上に大きくす畝されていることに対し､心から敬意を泉するもの

でありますo

この網の私たらを取り巻く社食情勢や市民貴報の変化とともに､障害福祉を巡る環

境は､高酸化の進展と陣客の多様化､重度化など､住民福祉に対するニーズも高まっ
てきております.そうしたなかにあって､甘え邸におかれましては､難病者におかれ

ている巌しい環境を直観しつつ組織の充実錘化をはかりながら､諸事業を推進され､

昨年6月､倉見の食用粧大のため念席の自立事紫センター｢さわやか釧路｣を運営さ

れ立派な常棟をおさめられておりますo　この事常を通じて舎弟相互の福祉の向上とと

もに､更生後凍活動にあたられるなど､難病連釧路史郎の活動拠点として今後のご活

躍を期待するものてあります0
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この竜泉ある20周年を一つの東棟として､甘え呼のますますのご斧息と舎弟各位

のご管常､ご健勝を祈念しお敵いのことばといたしますC

◆乾*の会　会長　　梁田　　剛　様

汲立20周年おめでとうございます｡乾串の食から難病連gl蕗･支部の皆さんに連帯
のご鼓汐を申し上げます｡私ども乾串の金は皆さんのおせ善になりながら､束生8年

日を社えましたが部会としては着く､いわゆる丈部活動には至らずにいました｡しか

し今回､ 10月1 78に｢乾串の会釧路え混合｣ (於aT蕗市生涯学習センター)を初

めて実施するところです｡

この間私は､それぞれの倉見の悩且を知ることによって自分のことが分かって来た

●ように患います｡そして､患者金の如｢お互いを知ること｣によ-て凍し出される
ものだと考えるようになりました｡人にはそれぞれの個性があるのと同社に病気にも

十人十色の個性があり､都市には都市の､地牙には地方の特色があります｡北港逢難

病連の会合に出席して驚くことは､私の知らない痛みを持つ人々がまたl王だ大身､未

知鼓なほどおられることです｡私はその痛みを知らねばならないと思うと同時に､知

ったかぶり(情穀の一面的理解)はいけないt:つくづく思っています｡

◆再生不良性貧血患者と家族の全　会長　　野村　幸子　様

91払え呼吸立20周年､おめでとうございます｡

長年､釧路地域の患者､家族の幹線の力強い手となり､足となって活動を続けてこ

られたことにriZから敬意を表します｡

私共の様な1つの疾患の患者が焦まっている合などと逢い､多くの原因さえもわか

らない､治療法も確立していない患者の皆棟の意見や草生などをすくいあげて1つの

文部として活動されていくことは､たいへんなここと患っておりますo

これからも-JB､患者､家族の皆棟の日頃抱えている悩み､喜びを分からあえる丈

●晋;与.Tの活動が広がって･心のええとなる史郎落度されることを心から恥てお

◆全国筋無力症友の会北海道支部　支部長　　猪口　美武　棟

北簿逢難病連釧路史郎汲立20月キおめでとうございます｡

ひとくらに20年を言いますが､役立に漕ぎつけるまでのご昔労u筆舌に尽く　し穀

いものがあったでしょう｡また丈部活動が乱逆に来るまでのご苦労にも大変なものが

あったとご推察を申しあげ､それを乗り鵡えて今日のE)を吐えられましたことに深甚

なる敬意を泉する次第です｡

甘え邸が､"励まし合い･藷り合い･学び合う患者合"を合音紫にして､金臭と枚

夷が心をひとつにして慕いて来られたそのご努力があったれはこそ､今や釧路市は名

実ともに逢かこ於ける医療の拠点としての地位を固め､また棉社の面においても種々
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の施泉を勝ちとって参りました｡

今後とも"福祉は戦いとるもの"この言葉の意義を確かめ合って､ 21世紀に向け

ての医療と福祉の克実に寄与し符る丈帝として史実･発展されることをご期待申しあ

げ､お洗いの官尊と致します｡

◆全国膠原病友の会北海道支部　支部長　　種田　叶子　種

(財)北簿逢赦病逢釧路支部及立20周年おめでとうございます0

20年の長さにわたり､難病患者や障害を持つ人たち､そのご家族の皆さんが日頃

抱えている杜々な悩みや伺鶏に､頼榛的に取り組まれてきた皆枚のご尽力に深く敬意

を申し上げます｡

昨今の社合冊如･医寮･福祉にと-て巌しい状況がかております｡このような●

時だからこそ､私たちがカを合わせ､よりよいオ向へ進めなくてほならないとぞんじ

ます.今後ともいっしょに活動や勉強をさせていただき[=いと思いますので､よろし

くお廉い申し上げますD

｢20周年の患い｣のご成功を心より祈念いたしますと共に､難病連釧路史郎の皆

様の活動がますます鼻息されますよう､お祈り申し上げます｡

◆胆道閉鎖症の子供を守る会北海道支部　支部長　　鈴木　英雄　様

北港逢赦病連の釧路支部の昇足から20年を竣えることになり､心からのお祝いを

申し上げます｡

私たち胆道閉鎖症の子供を守る会北簿逢え邸も鈷嵐20年を逢えようとしています｡

これまでの連動をふりかえって新たな前進をからとられますよう､同じようなスター

トを切った私たちからの連帯の気持ちをお偉えします｡この20年rJl､たくさんの困

難を乗り租えられたことでしょうo　また､たく　さんの喜びも分かち合われたことでし

上う｡

着手妄芸呈芸bL謹呈芸孟苦言誓賃誓誓言.･誓三言雪霊芝;.冨誓孟芸呈;こ豊●
焦し､カを寄せ集めて頑放って行かなければならないと思っています.私たらは小さ

な部会･ですが､舎弟一同カを合わせていきたいと思います｡ともに頑張りまし上うo

◆社団法人日本オストミー協会札幌支部　支部長　　金田　　正　様
北簿逢難病逢釧路史郎故立20月年鑑念おめでt:うございますo

今日､医学､医療枚術の進歩灸展はめざましいものがありますo Lかし､未[='原因

が克明されず､治療法も確立されない難病を背負い､昔しくて､早く､長い粥病生活

を強いられていることも現実ですo

北海逆は医療環境､交通環境に大きなPt･1為があり､逢切な医療を受けることが難し
い地域もある中で､地域の医療や福祉の鼻息のための20年の努力と成果を基にして､
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より以上の鼻息を期待しております｡

(社) EI本オストミー協会も｢明EH=生きる勇気と希望をもって生きる｣｡このこ

とのために努力を惜しまず頑張って行きますo

明年から介凍保険制度実施で負担も塞くなり将朱の生活がますます不安になります

が､ ｢全国ビごにいても､誰もが逢切な医療を受けられ､安心して粥病生活を送れる

社会｣の実現のため手をつないで頑張りましょうo

◆北海道▲LS(脇萎縮性側索硬化症)友の会　会長　吉田　雅志　様

北海道赴病速釧路丈邸20周年おめでとうございます0

20年の永さに亘り､逢東の地の多くの牡病患者の灯となって活動なさって来られ

●た北海逢難病連釧路史郎の皆凍､心からお祝いを申し上げますと共に深い敬意を表し
ます｡

国の医療､福祉政かま､難病患者を含め国民の生活や､健康をかつて無い苦しみに

iiい込んでおりますo私どもALS患者を取り巻く環境も若干の前進は見られるものの､

本官的な解決ではありません｡合としてALS患者家族に濃く凍すれば凍するほど､の

っぴきならない患者家族の悲痛な声が聞こえて来ますo泉年度の介凍保険の導入にか

らみ､これまでの吋札すら後退せぬように心から頼っております｡

現在｢がんばれ難病患者E]本一周汲励マラソン｣が行われておりますが､この大事

紫を通して日本中の牡病患者を励まし､そして耗病患者の思いを一つにして国及び地

方自治体に訴える大変良いチャンスであると同時に､難病速を中一t=に日本中の患者活

動の真冬性が認磯され､結束に繋がることを期待しております｡

北海道ALS友の会は､一昨年八月に蚤足致しましたが､甘え邦枝には昨年釧路地区

での史混合では多大なご協力頂きました.また､日常的にALS患者さんに関わって下

さり大変感謝申し上げております｡今後t:もごえ扱ご指導を賜りますよう､お腹い申

し上げます｡

なお､当日は残念ながら出席出来ず､申し訳なく思っております｡

青史邸の益々のご鼻息を祈念いたします｡

◆北海道後縦靭帯骨化症友の会　会長　　杉山　清美　様

釧路文部汲立20周年おめでとうございますo

道東地域における難病活動の中核として難病患者の医療や福祉の増進に果たしてこ

られr=足跡に対し､衷心より敬意t:島村の念を捧げます.

難病患者を取り巻く環境は渡しさを増していますが､まさにこの時期｢がんばれ難

病患者･ EI本一周激励マラソン｣が実施されています｡ 7月25日最北の地宗谷岬を

出鼻した洋本か棒さん等ランナー一行は､牡病制度の充実改鼻を訴えながら准命に8

本全国を熔け抜けていますo是非皆さんと協力して洋本さんをええ成功させたいと考

えております｡

私どもの北海逢後鋭軌帯骨化症友の会は､釧路に支部組織がございませんでしたが､
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書支部の吸かいご籍導とご丈射こより･去る10月2日に利札史郎として発足するこ
とができまLl=｡改めてお礼を申し上げます｡まだまだ会長も少なく組蝿のカとして

は放カですが､皆枚方のご拍尊により難病逢釧路文革の一見として､鞍病制度の充実

を求めて活動を展開してまいりたいと思いますので今後とも宜しくご蒋尊下さいます

ようおぷい申し上げます｡

姓病逢釧路丈串敦立｢20月辛党念の負い｣が盛会でありますとともに､今後のご

薄井とご鼻息を衷心より祈念しメッセージと鼓します｡

◆北海道横本病友の会　会長　萩野　弗男　様

剣終え呼吸立2 0月キ亀念の集い､ ItZから押古び申し上げます｡

朋の昏掛これ長年にわたり難病蛸等の推進のために､神穿力下さいましたこ●
とを凍く故意を表します｡

慶史ある朝蕗の町･波音の町釧路･手の町釧路､朝辛の客の兵深くから多事の声が､

性かしく思い出されます｡自立事昔センターrさわやか釧路｣を明放され､又､逢内

初の｢通虎介凍え枚センター｣等､患者のr=めに御尽力下さいまして､頚の下がる思
いです｡

患者各地域活動のための好カに虚報いたします｡

20月卑見念のか､の成功をお祈りし､皆棟の御健勝を心から祈念申し上げお祝い
の埠といたします｡

◆北海道へモフイリア(血友病)友の会　会長　大田　縦　様

釧路丈申及立r20月年鑑念の集い｣の開催おめでとうございます｡

地域の患者･家族のえ流を深め､赦病患者の抱える多くの困難な凍掛こ取り組んで

きた甘え帝の長年にわ[=る地逢な活動に心より敬意を表します｡

特定疾患の自己負担導入など難病患者を取り巻く情新王厳しさを増しておりますが､

難病itEこ鈷凱た息か家族の声を･なお~々･社食にアピールし粥対AQ'克実を●

求めて行かなければならないと考えます｡

本集金の盛会を祈念すると共に､今後も難病患者と家族のためにご清雅されますこ
とを金蔵しております｡

◆もやの会北海道ブロック　代表　後藤　菓子　様
北港逢赴病it釧路丈邸汲立20周年おめでとうございます｡

自然環境が巌しく､その上医療施敦や什親が十分でない状先のや､病に暮しむもの
にとって､患者合や地域史部の果たす役割は計り知れないものが有ると思います｡自

らも患者白身やその家族でありながら､ 20年という長い歳月､地域の人々のええと

して活動を維持し､鼻息させるということは､大変なご昔労が有ったことと思いますB

今後さらに患者やその家族を取り巻く社会の状況が巌しくなる事が予想されますが､
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私たちは今まで以上に固く手を取り合い､助け合い､ ｢すべての人が暴らしやすい社

食になるように｣と頗い､団結して活動を進めていきましょう.

◆社EZl法人日本筋ジストロフィー協会北海道地方本部
旭Jll支部　支部長　　中川　綾子　横

列終え部汲立20周年､おめでとうございます.

及立婆初の斗丸井の労音は､計り知れないものがあった事と思います｡藷丸井の労

音を受け継ぎ､これまでええてきた甘え邸の皆棟のご苦労､心から労い申し上げます0

20年のサムの途中には､え部活動にカを注ぎ､共に励まし合い､命の大切さを沓

り合ってきた仲網たちとの親しい別れもいくつかあった事と思いますoそのような状

●兄の中で20周年を吐えたという事の意義は大きいと云えまし上う｡
一日も早い病気の原因究明と福祉向上の確立の為に､これからも共に手を取り合い

頑張りましょう｡

骨支部の発展を心より祈念しておりますo

◆(財)北海道難病連　旭川支部　支部長　恩田　武美　棟

財団法人北海逢難病連釧路丈部落足20周年､おめでとうございますo

青史邸の20年間は､地域の難病患者､障害者とその家族の心のええとなり､活動さ

れてこられましたことに心より敬意を表します｡

難病患者をとりまく現状は巌しく､医療費一部自己負担につづき介凍保険導入など､

かさなる隻著しさをEIの前に､つらい悲鴇も開こえてきます｡しかし､私達には仲間

がいますo未来の光を信じ､悲鴇を連帯の声に変え､これからの活動を進めて参りま

しょう｡

そのリーダーとして､釧路史郎の皆棟が､ 20周年を一つの節目としてご活躍されま

すことをご期待中し上げます｡

●た苦言呈誓様方のご健勝を心からお祈りれ上げまして､掛の首肯とさせてい

◆(財)北海道難病連　美瑛支部　支部長　　伊藤　　彰　様

釧路史郎汲立20周年を竣えられお日出とうございます0
-ロに20周年と言いますが､ここ迄の一年一年を振り返ろときに渡を流した時期

もあり､一つのつながりを見たときの感動と次への励みの鼓動に胸がヰり弾んだ時も

あり､多くの患者･家族の声を開き､押し寄せた福祉の改悪改正のために､特定疾患

より除外された仲剛こ､特定疾患と鵠定もされない患者･家族の医療粒､経済的昔労､

史に医希費の患者負担と年々生活軌こ追い潜められて､尚介凍保険が-Jiの追い風と

して速に死活閉親が山積するこの時､ 20年のキャリアを活かし会員一同-Rの団結

とこれを帝巨=こ更なるご杏錦をご祈念申し上げます0
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◆(財)北海道難病連　北見支部　支部長　斉藤　洋一　様

釧路丈邸汲立｢20月年鑑念のか､｣の開催､鼻におめでとうございます｡
E]項より甘え帝の長年にわたる家族や仲網の強い畔と希望と努力によって及立の実

を結んだことと思います. ｢継続はカなり｣そのものです.同じ立場の同志として､

福祉向上をめざし､奮粥されている甘え恥こ深く敬意を表します｡

これからがまさにiE･念埠です｡病気や辞書S･もっていても安心して生活できる社食

をめざして手をたすさえ共に頑鑑りよしよう｡

最後に甘え帝の益々のご鼻息をご祈念申し上げます｡

◆(財)北海道難病連　根室支部　支部長　木村　狂雄　様

釧路支部20月年鑑念開催にあたり心よりお慶び申し上げます｡今の社食は政治停●
滞､経済の低迷など社食の混迷が深くなっている時代に私等の正かれている環境u大

変及しくなっています｡轟化すろ時代の中で､注目すべき医容と福祉の状況tiより渡

しさを坤してきました｡粒病対東の見直しが行われて､患者は治泰と生活という苦悩

にあえいでいます｡それは陣害者､社病患者L=とって大変巌しい施泉と言わざるを得

ないものですo　また､一般にも健康保険､老人医轟の自己負担､薬剤の自己負担も.･ビ

医療､福祉にばかり改革のしわよせを出してくるのでしょうか.何が必阜な政泉か安

心して治轟と生活に阜念できる施泉とは何かを､しっかりと見つめ求めていくことが

私たち患者合に果せられf:今鵜ではないでし上うかD　この命鵜を患者本人の意見とし

て扱起し､実現していくことが患者各の使命であり､そして後せへの書務であると思
います｡役呆･金臭の方々､ 20年大変ごくろう棟でした｡各位のご健勝を御祈念申

し上げます｡

◆(財)北海道難病遵　厚岸･浜中支部　支部長　　田宮　滋子　横
山あり谷ありの､患者会連動を二十年続けてきたことは､大変な穿カあっての成果

だと思います｡

厚岸･浜中史郎がr友の会｣として昇足したころ､釧路史郎のふなさんに学び､支

えられて､何とか基攻をきづいて泉ました｡

忘れられないのE土､全道県会が釧路で開催されたときの事です. 91路史郎の丈部長

さん､事務局長さんを先頭に遺東各支部もカを合わせて頑張りましたが､何といって

も､釧路支部の皆さんのご昔労は羊%に表しがたいものがあったでしょう.いろいろ

な困難をのり絶えて集合が成功した時には胸が熱くなりましたo

今また｢さわやか釧路｣を立ちあげて､着実に常鎌をのはし､患者､陣春着に､希

望を､働くよろこびを､もたらしている事､心から応捜し､お力になりたいと思って

います｡

史郎汲立二十周年を心からおよろこびいたしますと共に､これからも､ともにカを

合わせて頑張ることを馨ってお祝いの青紫としますD
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◆(財)北海道難病連　阿寒支部　支部長　　炭野　信好　様
北海道難病連釧路史郎汲立二十周年お目出とうございます.

昨年より､特定疾患患者医療費の患者一部負担の導入等､私達難病患者･障害者･

家族を取り巻く社会冊券uiF常に渡しいものがありますo

厚生省は特定疾患の見直し等により新規特定疾患に指定される疾患の反面､特定疾

患より除タトする疾患を考えているようです｡

新規特定疾患に指定された難病患者は良いのですが､特定疾患より外された難病患

者はどうなるのでしよ　うか｡

また､堆康保険法･医療費･年金法などの見直しが難病患者･陣春着･家族等弱者

は希神的､経済的にも年をikうごとに著しい生活にiiい込まれているのが現状ですo

●ま誓･私達鵬患者を剛巻く舶楓社鯛妙~純しく成るものと思われ
私達､浄病患者の生活権を守るために､今後とも牡病患者の為にえ部活動のさらな

る卸鼻息､衛活錐を祈念いたします｡

◆(財)北海道難病連　十勝支部　支部長　　山崎　書士夫　様
この度は､難病連91路史郎汲立20周年に当たり､ ｢鑑念の恭い｣を催され､おめ

でとうございます｡同じ､道東地区の支部としてお祝い申し上げます｡
-ロに20年と申しましても､患者と家族の合でありますので､今日までの歩みは､

耗多の昔難があったことと推察いたしますo歴代の支部長棟をはじめ､後見の方々の

努力にご敬意を表します.特に､自立事常センター｢さわやか釧路｣の開放と運営は､

関係裁絹の丈故もありましょうが､患者及び家族の自助努力を地域の方々の奉仕的活

動の嵐泉であろうと思いますo通院は､どのような疾病にとっても欠かすことのでき

ない事なので､この間鵜に直凍的に関わろうとする甘え邸の活動は､青隻な実践だと

思いますo

今後とも､逢東地区のリーダー的役割を果T=すえ邸として､ますますのご落度を祈

●念申し上げお祝いと連帯の挨拶とさせていた[='きますo

◆(財)北海道難病遵　音更支部　支部長　　菅原　貞助　様

釧路史郎結成20周年おめでとうございます｡ 20年粥､釧路支部をええてこられ

r=患者･家族の皆様に敬意を表しますo今後は手首展開に向けて､益々のご活弗を心

よりご祈念申し上げます｡

◆(財)北海道難病遵　美唄支部　支部長　　桑折　長治　様

病気や陣書をかかえながらも､ 20年の永さにわたりたゆまざる活動を継続してこ

られた釧路史郎の皆様にあらためて敬意をあらわすとともに『おめでとうございます』

と『ご苦労さま』の背骨のことばを心からお贈り申し上げます0

-23-



自立事紫センター　rさわやか釧路｣の開放につづさえ通手段の少ない患者のために

自家用車をつかっての通皮介助の事常にとりくむなど先駆的であるとともに金臭の連

帯･協調のカのおおささに感嘆しております｡

私達､若い史郎は丸井文部のたしかな活動を常に参考にしながら地域社会での実効

ある活動を目指して模索しながら歩んでおり､これからも私たちの免として活動が継

続されることを切生しております｡

おわりに､甘え部金臭の体調と千鳥と史郎手首の噸羽なる推移をご祈念申し上げ､

粗卑ながら丈呼吸立20周年のお祝いとさせていたr='きます｡

◆(財)北海道難病連　函館支部　支部長　　佐藤　秀臣　様

釧路支部汲立｢20月卑見念の免い｣の開催おめでとうございます｡

え申地域の敷病患者の抱える棟々な.取組において､患者･家族の丈流を深め､大き

な励まし(=なってきた甘え部の活動に､轟館え部より敬意を表します.長年の活動を

鮭洗していくことは田舟なことが多く､枚夷各位のご努力で今日を吐えることができ

たことでしょう｡

｢特定疾患｣医療費の白乙負担が導入されて1年が過ぎ､各地方自治体で自己負担

分の補助を出しているところもあるが､末々少なく困難を抱えている患者がおります｡

未年及施行の介凍保険も大きな負担になってきます｡私たち難病患者を取り巻く情勢
が益々浪しくなってきている現在こそ､北海道牡病連の患者運動を確信を持って推進

していくことが立冬になって参ります｡

本東食の盛会を祈念すると共に､今後もご活卑されますことを念顔しております.

●

◆(財)北海道難病連　静内支部　支部長　　道下　光男　様

釧路丈邸､金臭､家族ならびに関係者の皆さん､本日は本妻==おめでとう御座いま

す0 -ロに20年と言うのは､簡単ですが､毎々の努力と奉仕の頼み重ねで､大変ご

芝T,L'誓…妄言誓言左浩芸;=g貰諾告,4'_RJn吾誓芸豊警Ll ;誓霊●
の丈部の模免と成っております.

本泉ならは-各に解けつけてお祝いを､申し上げたかったのですが､現在体調を崩

しており､出席できませんが､今後-h団結される事を心よりご祈念申し上げ､はな

はた'荷車粗卑ですが一言申し上げまして､お祝いのご挨拶と鼓します｡

◆(財)北海道難病連　南桧山支部　支部長　田畑　和子　様

昨年のセンターさわやか開放に挽き今年は史郎結成二十周年おめでとうございます0
-ロに二十年と去っても､振り返ろと､虚無士ですね｡患者連動が実を結んで､待

望の難病センターの完成で阜び合いましたね｡

患者合が､財団法人北海道難病連となり､え部活動になった頃は､一般の人達にタ
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しでも称病が理解されるようになって､自治体等にも扱助されながら活動にも弾みが

付いてきたと感L･始めた境からそれに-i反して酎ユ･私達患者に吋する制度や､医轟

税関に対しても改悪が始まっていたのです｡

必見で守り扱いた入院給食費免除連動､国会への署名舗廟も､衆･多雨鶏舎で四年

五年と挽択されているのに､難病に対する親定の矛盾久慈定の取り消しや､患者の治

療*の一部負担等々･ ･ ･一休比の国の福祉や医療制度lユどうなっているのでし上うo

公的介凍保険制度も含めて行政l土t:'二へ向かっているのでしょう｡

私達患jHi､一人一人自覚と書任を持って行き為まっ[=ら患者連動の原点に反り､

枚気強く活動を続けて行くしかないと患います.

ともに助け合い励まし合って､次の世代に何を残すのか束剣に考えながら今年も風

雨のす十月二日の全国鉱一音名行動に参加しました｡

●　皆さん､私達患者家族が頑貌-て､地域を変え国を変えなくて上土なりません｡
全国一周マラソンランナーの洋本さんは､今日も一番暑い地域を走っておられるで

しょう｡此の棟な免念すべき良い年に､二十周年を吐えられる事ができて本削こ良か

ったですね｡

追分流れるロマンの町､南桧山支部-同心より釧路史郎鈷成二十周年をお祝い申し

上げます｡
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北海道難病連釧根地域部会一覧表

団 体 名 疾

　

病

　

名 代表者 連

　

絡

　

先

全国筋無力症友の会北海道支部釧路地区辿絡会

全国膠原病友の会北海道支部釧路地区連絡会
一 一

全国二分介椎症児（者）を守る会釧路地区連絡会

全国パーキンソン病友の会北海道支部釧路ブロック
・ － － － 一 一

日本オストミー協会北海道支部釧路分会

ａ － = ＝ ¬ ･ - ＝ ・ ･

㎜ ． ㎜ ㎜

一 一

・ 一 一

筋無力症

膠原病

二分介椎症

パーキンソン病

一 一 － － ・

　 　

－

人工肛門・膀胱

てんかん

リウマチ

　

肝

　　

炎

ダウン症候群

　

腎臓病

多発性硬化症

慢性低肺機能

　

橋本病

バージャー病

ベーチェット病

後縦籾帯骨化症

南渾道男

鈴木裕子

石戸屋豊

漆原悌治

諸噴国明

野印美奈子

今野悦夫

小栗恒穂

阿部宏幸

鈴木安ｿj

岡田昌治

㎜㎜㎜皿㎜㎜

細川弥生

加島

　

仲

内山山貫子

石井彰

遠藤源司

米本三朗

日本てんかん協会北海道支部道東分会

日本リウマチ友の会北海道支部釧路連絡会

　　　　　　　　

－

　　　　　

ｌふ=

　　　　　　

・

　

--

北海道肝炎友の会釧路支部

北海道小鳩会釧路地区連絡会

　　　　　　

㎜

　

㎜

　　　　

■

　

■”㎜

　　　

・

　　　

･-㎜

北海道腎臓病思者辿絡協議会釧路地方腎友会

　　　　　　

/ﾉ

　　　　　　　　　　

恨室地方腎友会

北海道多発性硬化症友の会釧根地区連絡会

北海道低肺の会釧根支部（準備中）

北海道橋本病友の会釧路地区連絡会

北海道バージャー病友の会釧根支部

北海道ベーチェット病友の会釧根支郎

北海逆後縦靭帯骨化症釧根支部

りあ籾ろ会(附釦iMi<i)i)a乾1船　○駐和郎創９と４船　Ｏ全敗硲の汐吋る台　clEBafwf艇守髭　ｏアうﾀﾅｽ船(ｱﾗﾀ'･ｳ川鴎li)馴)会　(親好MsmmMftm)tf)会　vymuam･ｸﾛｰﾝ皺船　OiS2ffl小l髄ａ吋　atsiUfl･践吋る会

04噸!ﾍﾓﾌｲﾘｱ(tm友船

　

(Qmmiから熊吋る会

　

ｏもやも祁の討と４船

　

ＯＦｽﾄﾛﾌれ勁
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